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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 37,028 37.1 4,863 216.4 5,330 180.8 3,122 155.3

2021年３月期第１四半期 27,003 △8.2 1,537 △24.7 1,898 △19.3 1,223 △1.1
(注)包括利益 2022年３月期第１四半期 3,744百万円( 44.9％) 2021年３月期第１四半期 2,584百万円( 378.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 375.40 －

2021年３月期第１四半期 147.04 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 191,401 119,487 59.4

2021年３月期 188,735 116,411 58.9
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 113,641百万円 2021年３月期 111,075百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 45.00 － 55.00 100.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 90.00 － 120.00 210.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 139,000 16.7 11,400 30.6 11,700 21.5 6,000 60.1 721.26
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 8,352,319株 2021年３月期 8,352,319株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 33,530株 2021年３月期 33,495株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 8,318,806株 2021年３月期１Ｑ 8,319,486株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいたものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、世界経済の回復や政府による各種政策の効果により持ち直

しの動きがみられたものの、新型コロナウイルス感染症の影響による経済活動の制約が続くなど、景気は依然とし

て厳しい状況で推移してまいりました。

このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、資源事業における増収により、売上高は370億２千

８百万円（前年同期比37.1％増）と前年同期に比べ増加いたしました。

損益につきましても、資源事業における増益により、営業利益は48億６千３百万円（前年同期比216.4％増）、

経常利益は53億３千万円（前年同期比180.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は31億２千２百万円（前

年同期比155.3％増）とそれぞれ前年同期に比べ大幅に増加いたしました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社である津久見車輛整備工業株式会社のセグメント区分

を従来の「機械・環境事業」から「資源事業（鉱石部門）」に変更しており、当第１四半期連結累計期間の比較・

分析は、変更後の区分に基づいております。

[資源事業]

（鉱石部門）

鉱石部門につきましては、主力生産品である石灰石の販売数量の増加等により、売上高は137億４千７百万円

と前年同期に比べ15億３千５百万円（12.6％）増加し、営業利益は21億１千８百万円と前年同期に比べ６億１千

２百万円（40.6％）増加いたしました。

（金属部門）

金属部門につきましては、銅価の上昇等により、売上高は194億３千２百万円と前年同期に比べ85億２千万円

（78.1％）増加し、営業利益は22億４千９百万円（前年同期は営業損失２億５千６百万円）と前年同期に比べ改

善いたしました。

[機械・環境事業]

機械・環境事業につきましては、機械部門における販売が振わなかったことから、売上高は26億５千７百万円

と前年同期に比べ２千４百万円（0.9％）減少し、営業利益は１億９千２百万円と前年同期に比べ３千７百万円

（16.2％）減少いたしました。

[不動産事業]

不動産事業につきましては、賃貸物件の稼働状況が概ね順調に推移しましたことから、売上高は７億２百万

円と前年同期に比べ０百万円（0.1％）増加し、営業利益は４億１千６百万円と前年同期に比べ０百万円（0.2

％）増加いたしました。

[再生可能エネルギー事業]

再生可能エネルギー事業につきましては、地熱部門及び太陽光発電部門ともに減収となりましたことから、売

上高は４億８千８百万円と前年同期に比べ７百万円（1.6％）減少しましたものの、減価償却費の減少により、

営業利益は１億７千９百万円と前年同期に比べ０百万円（0.6％）増加いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

当第１四半期連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ26億６千６百万円（1.4％）

増加し、1,914億１百万円となりました。

　流動資産につきましては、現金及び預金並びに仕掛品が減少しましたものの、原材料の増加等により、前連結会

計年度末に比べ16億９千３百万円（1.9％）増加し、895億５千９百万円となりました。

　固定資産につきましては、保有株式の時価下落により投資有価証券が減少しましたものの、設備投資による有形

固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ９億７千３百万円（1.0％）増加し、1,018億４千２百万円とな

りました。

② 負債の部

当第１四半期連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ４億９百万円（0.6％）減少

し、719億１千４百万円となりました。

　流動負債につきましては、未払法人税等が増加しましたものの、引当金の減少等により、前連結会計年度末に比

べ９千５百万円（0.2％）減少し、480億６千６百万円となりました。

　固定負債につきましては、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ３億１千４百万円（1.3％）減

少し、238億４千７百万円となりました。

③ 純資産の部

当第１四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比

べ30億７千６百万円（2.6％）増加し、1,194億８千７百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月10日に公表の2022年３月期の連結業績予想を修正いたしました。詳細は、本日（2021年８月４日）公

表の「業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　なお、今回予想の前提となる通期の海外金属・為替市況は、ＬＭＥ銅価格412￠／ lb、為替レート106円／米ドル

を想定しており、市況変動による感度分析は以下のとおりであります。

（感応度 第２四半期以降） （単位：億円）

銅価格 10￠／lb上昇
売上高への影響額 ＋11.0

営業損益への影響額 ＋2.1

為替レート ５円／米ドル円安
売上高への影響額 ＋21.4

営業損益への影響額 ＋2.6
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,510 34,175

受取手形及び売掛金 27,604 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 26,988

商品及び製品 5,158 5,317

仕掛品 11,787 9,322

原材料及び貯蔵品 2,325 8,746

その他 5,928 5,483

貸倒引当金 △448 △473

流動資産合計 87,866 89,559

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,647 21,532

一般用地 16,283 16,282

その他（純額） 24,653 25,809

有形固定資産合計 62,584 63,623

無形固定資産 3,329 3,519

投資その他の資産

投資有価証券 28,157 27,567

その他 6,950 7,283

貸倒引当金 △149 △148

投資損失引当金 △3 △4

投資その他の資産合計 34,955 34,699

固定資産合計 100,869 101,842

資産合計 188,735 191,401

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,588 17,923

短期借入金 16,491 15,926

未払法人税等 1,023 1,462

引当金 1,672 906

その他 11,387 11,847

流動負債合計 48,162 48,066

固定負債

長期借入金 5,086 4,960

引当金 227 217

退職給付に係る負債 4,476 4,495

資産除去債務 4,509 4,532

その他 9,861 9,641

固定負債合計 24,161 23,847

負債合計 72,323 71,914
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 4,889 4,889

利益剰余金 91,693 94,358

自己株式 △167 △167

株主資本合計 100,591 103,256

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,986 10,487

繰延ヘッジ損益 79 △2

為替換算調整勘定 53 507

退職給付に係る調整累計額 △635 △607

その他の包括利益累計額合計 10,483 10,384

非支配株主持分 5,336 5,846

純資産合計 116,411 119,487

負債純資産合計 188,735 191,401
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 27,003 37,028

売上原価 20,939 27,259

売上総利益 6,063 9,768

販売費及び一般管理費 4,526 4,905

営業利益 1,537 4,863

営業外収益

受取利息 11 4

受取配当金 292 367

持分法による投資利益 159 129

為替差益 40 73

その他 45 54

営業外収益合計 549 630

営業外費用

支払利息 78 63

休廃山管理費 63 57

貸与資産減価償却費等 21 18

その他 25 24

営業外費用合計 188 163

経常利益 1,898 5,330

特別利益

固定資産売却益 3 2

その他 － 0

特別利益合計 3 2

特別損失

固定資産除売却損 135 35

減損損失 1 1

その他 3 －

特別損失合計 139 36

税金等調整前四半期純利益 1,762 5,295

法人税、住民税及び事業税 670 1,535

法人税等調整額 △252 80

法人税等合計 417 1,615

四半期純利益 1,344 3,680

非支配株主に帰属する四半期純利益 121 557

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,223 3,122
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 1,344 3,680

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,332 △499

繰延ヘッジ損益 △143 △82

為替換算調整勘定 △60 617

退職給付に係る調整額 110 28

その他の包括利益合計 1,239 63

四半期包括利益 2,584 3,744

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,478 3,023

非支配株主に係る四半期包括利益 106 720
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、顧客との約束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場

合には、代理人として純額で収益を認識する方法に変更しております。また、取引価格を算定するにあたっては、

第三者のために回収する金額を除いて収益を認識する方法に変更しております。

この結果、従来の会計処理に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ37百万円減少

しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首

残高に与える影響はありません。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしております。なお、収

益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度については新たな表示方法による組

替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 12,212 10,911 2,681 701 496 27,003 － 27,003

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

339 － 63 2 － 405 △405 －

計 12,551 10,911 2,745 703 496 27,408 △405 27,003

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

1,506 △256 230 415 178 2,074 △537 1,537

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失の調整額△537百万円には、内部取引の相殺消去額17百万円、貸倒引当金

の調整額△０百万円、未実現損益の消去額６百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△561百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であり

ます。

２ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 13,747 19,432 2,657 702 488 37,028 － 37,028

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

83 － 103 2 － 189 △189 －

計 13,831 19,432 2,761 704 488 37,217 △189 37,028

セグメント利益 2,118 2,249 192 416 179 5,156 △293 4,863

(注)１ セグメント利益の調整額△293百万円には、内部取引の相殺消去額16百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額15百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△324百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

（連結子会社のセグメント区分の変更）

当社の連結子会社である津久見車輛整備工業株式会社は、鉱山の重機整備を主な事業としており、その取扱品の

種別から同社のセグメント区分を「機械・環境事業」としておりましたが、グループ内の事業関連性及び経営管理

体制の実態等の観点から、「鉱石部門」に区分することがより適切であると判断し、当第１四半期連結会計期間よ

り変更しております。

これにより、前第１四半期連結累計期間の報告セグメントについては、当該変更を反映した組替後の数値を記載

しております。

（収益認識に関する会計処理方法の変更）

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「鉱石部門」の売上高は37百万円減少して

おります。
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（金額単位：百万円）

数量

単位 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高

資源事業

　 鉱石部門 石灰石 千t 5,456 6,104 22.6 6,408 7,359 19.9 951 1,254

砕石 千t 1,268 1,482 5.5 1,198 1,530 4.1 △ 70 48

タンカル 千t 135 766 2.8 130 710 1.9 △ 5 △ 55

燃料その他 3,859 14.3 4,146 11.2 286

小計 12,212 45.2 13,747 37.1 1,535

　 金属部門 電気銅 t 13,466 7,845 29.1 12,931 13,867 37.5 △ 534 6,021

銅精鉱 t 11,225 1,875 6.9 10,687 3,468 9.4 △ 538 1,592

その他 1,190 4.4 2,096 5.6 906

小計 10,911 40.4 19,432 52.5 8,520

計 23,124 85.6 33,179 89.6 10,055

機械・環境事業 産業機械 1,045 3.9 1,025 2.8 △ 19

環境商品 1,636 6.1 1,631 4.4 △ 4

計 2,681 10.0 2,657 7.2 △ 24

701 2.6 702 1.9 0

再生可能エネルギー事業 千MWh 43 496 1.8 55 488 1.3 11 △ 7

27,003 100.0 37,028 100.0 10,024

海外売上高

品目

石灰石等

電気銅

銅精鉱

産業機械

環境商品

　  （参考情報）

海外金属・為替市況推移

単位

銅価格 ￠／ｌｂ

為替レート 円／米ドル

連　結　売　上　高　明　細　表

３．補足情報

当第１四半期連結累計期間 増減（△）

合計

不動産事業

前第１四半期連結累計期間
セグメント 主要品目

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 当連結会計年度（予想）

242.29

合計 6,408 10,118

107.62

440.47

109.49

412.00

106.00

上海、スウェーデン 121 130

台湾 2 0

1,875 3,468

（単位：百万円）

主な向先 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

香港、台湾、オーストラリア 1,288 1,275

インド、上海、台湾 3,121 5,243

チリ
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